
 

 

 

 

 

 

かぜやインフルエンザと新型コロナウイルス感染症の症状は、非常に似ています。 

発熱などの症状が出た場合は、まず医療機関に電話で相談してから受診するようにお願いします。 

 

発熱で医療機関を受診する場合 
まずかかりつけ医等の身近な医療機関に電話で相談します。 

かかりつけ医がなく、どこを受診したらいいかわからない場合           

は、下記の機関に相談します。 

 

かかりつけ医がない場合 

 

 

この冬、インフルエンザがはやるかも？ 

予防接種をしている場合やインフルエンザの種類によっては、熱があまり高くならない場合も 

あります。周囲でインフルエンザにかかった人がいる場合や、いつもと違うしんどさを感じた時は、         

早めに病院に行くようにしましょう。 

 

インフルエンザの出席停止期間  
「発症した後５日を経過し、かつ 

解熱した後２日（幼児にあたっては３日）を経過するまで。」          

発症した日を０日目として数えます。 

  

 

 
あまり熱が高くならず早く熱が下がる時もありますが、ウイルスはまだ体内にあり自己

判断で登校した場合、学校での流行が心配されます。 

必ず医師の判断、指示に従い、学校に連絡をお願いします。 
 

インフルエンザとわかった場合、学校には、「熱が出始めた日」を連絡してください。 

その後、「熱が下がった日」も連絡してください。 

なお、インフルエンザの場合、治癒証明書は必要ありません(令和２年度から)。 

 

 

消毒している安心感 → やっぱり手洗いが大切！ 
新型コロナウイルス感染症対策として定着した「アルコール消毒」は、冬に流行する      

感染性胃腸炎(ノロウイルス等)には、効果がありません。手が洗える場所では、石けん

をつけて丁寧に洗うことが大切です。 
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有田市立病院 ０７３７－８２－２１５１ 

湯浅保健所 ０７３７－６４－１２９１ 

Ｒ３、12月 

箕島小保健室 
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かぜやインフルエンザがはやる季節 

自己判断では登校できません 
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